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山口 貴裕

厚木市長



丹沢山麗の周辺地域
３市１町１村で連携

⇒ 強いエリア
魅力あるエリアへ

秦野市
厚木市

伊勢原市

愛川町

清川村

大山

丹沢

宮ケ瀬

七沢・飯山



観光

農業

道路

行財政
改革

●５市町村周遊観光ツアー

●５市町村ガストロノミー・ツーリズム

●厚木秦野道路の早期整備

防災
●行政間の壁を越え、
情報や資源を共有
しながら効率化

●県や近隣自治体との連携
による鳥獣侵入防止策

etc.●大規模災害対応

相乗効果やスケールメリットを最大限発揮



① 小・中学校給食費無償化

子どもたちの食環境を支える
子どもたちの成長や発達に不可欠な

学校給食の無償化を目指します。

子どもたちの安心で充実した、

食の環境を社会全体で支え、
子育て世帯の負担軽減を図ります。

子育て・教育

※学校給食費の無償化については、
アンケート調査を実施。



② １８歳まで医療費無償化

高校生のいる世帯の負担を軽減

子育て世帯の負担軽減を図るため、

令和５年１０月１日から

医療費助成の対象を18歳まで拡大。

安心して子育てができるまち・厚木を

目指します。

子育て・教育



③ 小・中学校適正規模・
統廃合の再検討

子どもたちに最適な学びの場を

次代を担う未来の子どもたちのために、

小・中学校の適正規模・適正配置の
課題を整理します。

子育て・教育で選ばれるまちPoint!

子育て・教育



④ 高齢者の外出支援

福祉の充実

高齢者の移動手段を確保し、仲間づくりや
生きがいづくりの機会拡大を促進します。

助成
12月に販売される半年券の自己負担額
３，５００円 ２，０００円

●高齢者バス割引乗車券
（かなちゃん手形）購入費助成



④ 高齢者の外出支援

福祉の充実

●高齢者タクシー利用（12月から拡大）
（現在）85歳以上の方
と介護認定４・５の方

70歳以上84歳以下で自動車運転
免許を有しない方まで拡大

対象

助成
１枚400円の助成券

年間で48枚 交付

●シルバーチケット
満６５歳以上の方について、入浴施設、映画鑑賞、トレーニング、プールの
利用料金を助成。（助成額や回数は施設により異なる）

（以前）
申請・交付は平日のみ

平日に予約すれば、地区市民センターで
土日も交付 ※厚木北地区市民センターを除く。

（現在）年間で12枚交付



福祉の充実

⑤ コミュニティ交通の推進

高齢者など支援が必要な方々
について、

日常生活に必要な移動手段を
守り、
利便性の向上に取り組みます。

地域のニーズに合ったコミュニティ交通の推進Point!



⑥ 生まれ変わる中心市街地

一体的かつ、デザイン性・機能性に
優れたまちなみに再整備します。

市街地の整備

市民の誇りとなる玄関口へ

北口再開発

複合施設本庁舎
跡地

行政商業・
業務

文化・
芸術

その他

バスセンター



⑦ 持続可能な「あつぎの農業」
農業振興

ブランド化に向けた調査・研究
に対する支援制度の新設

地産地消

農福連携

営農継続

ブランド化

市民朝市や夕焼け市、
直売所の運営支援

営農継続するための支援

新たな担い手確保と
生きがいづくりの場



郷土愛で新たな厚木をつくる
市民の皆さまの生き生きとした活動を応援するため、

聖地となる施設の整備を目指します。
郷土の歴史にも光を当て、市民の誇りへとつなげます。

スポーツ・文化芸術の振興

⑧ スポーツ・文化芸術・歴史の聖地づくり

●文化芸術を広く発信

発信強化を図るため、文化芸術活動の充実と振興のための
環境整備を推進

●スポーツ施設の整備に関する調査を実施

スポーツの聖地となる施設の整備を目指し、

規模やコストなど検討するため基礎データを調査 野外彫刻造
形展

野外彫刻造
形展

市民参加ミュージカル



道路交通の円滑化

「強い財政力」を
いかしたまち

災害から命と暮らしを
守り抜くまち

安心して暮らせる
防犯のまち

●新たな

企業誘致や
設備投資など
を支援。

●車両から得られる

ビッグデータの
活用。
混雑箇所の状況の
把握と効果的な対策。

●３Ｄ都市モデル
の整備。

（災害リスクの
可視化）

●振り込め
詐欺対策
迷惑電話防止
機能付き電話機
等の購入助成。




